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１【四半期報告書の訂正報告書の提出理由】
　平成26年11月14日に提出いたしました第67期第２四半期（自　平成26年７月１日　至　平成26年９月30日）に係る四

半期報告書に訂正すべき事項が生じましたので、金融商品取引法第24条の４の７第４項の規定に基づき、四半期報告書

の訂正報告書を提出するものであります。

　なお、訂正後の四半期連結財務諸表については、新日本有限責任監査法人により四半期レビューを受けており、その

四半期レビュー報告書を添付しております。

　また、四半期連結財務諸表の記載内容に係る訂正箇所についてはXBRLの修正も行いましたので、併せて修正後のXBRL

形式データ一式（表示情報ファイルを含む）を提出いたします。

 

２【訂正事項】
第一部　企業情報

第１　企業の概況

１　主要な経営指標等の推移

第２　事業の状況

３　財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

(1）業績の状況

第４　経理の状況

２．監査証明について

１　四半期連結財務諸表

(1）四半期連結貸借対照表

(2）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

注記事項

（１株当たり情報）

 

３【訂正箇所】
　訂正箇所は＿＿＿線を付して表示しております。
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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

　　（訂正前）

回次
第66期

第２四半期
連結累計期間

第67期
第２四半期
連結累計期間

第66期

会計期間
自平成25年４月１日
至平成25年９月30日

自平成26年４月１日
至平成26年９月30日

自平成25年４月１日
至平成26年３月31日

売上高 （百万円） 15,443 18,590 30,232

経常利益 （百万円） 1,379 1,750 2,730

四半期（当期）純利益 （百万円） 713 3,076 4,106

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 1,842 1,364 7,719

純資産額 （百万円） 38,911 44,426 44,492

総資産額 （百万円） 51,904 60,095 58,286

１株当たり四半期（当期）純利

益金額
（円） 20.39 87.52 117.22

潜在株式調整後１株当たり四半

期（当期）純利益金額
（円） 20.30 86.98 116.55

自己資本比率 （％） 70.8 70.2 72.1

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） 1,339 384 2,793

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） △906 △3,131 770

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） △109 △1,435 △4

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（百万円） 5,990 5,079 9,393

 

回次
第66期

第２四半期
連結会計期間

第67期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自平成25年７月１日
至平成25年９月30日

自平成26年７月１日
至平成26年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 3.47 27.71

　（省略）
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　　（訂正後）

回次
第66期

第２四半期
連結累計期間

第67期
第２四半期
連結累計期間

第66期

会計期間
自平成25年４月１日
至平成25年９月30日

自平成26年４月１日
至平成26年９月30日

自平成25年４月１日
至平成26年３月31日

売上高 （百万円） 15,443 18,590 30,232

経常利益 （百万円） 1,379 1,750 2,730

四半期（当期）純利益 （百万円） 664 3,012 4,025

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 1,792 1,300 7,638

純資産額 （百万円） 38,299 43,717 43,848

総資産額 （百万円） 51,904 60,095 58,286

１株当たり四半期（当期）純利

益金額
（円） 18.98 85.68 114.91

潜在株式調整後１株当たり四半

期（当期）純利益金額
（円） 18.90 85.15 114.26

自己資本比率 （％） 69.7 69.0 71.0

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） 1,339 384 2,793

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） △906 △3,131 770

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） △109 △1,435 △4

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（百万円） 5,990 5,079 9,393

 

回次
第66期

第２四半期
連結会計期間

第67期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自平成25年７月１日
至平成25年９月30日

自平成26年７月１日
至平成26年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 2.81 26.70

　（省略）
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第２【事業の状況】

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（省略）

　　（訂正前）

(1) 業績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、金融政策や財政政策などの経済政策を背景に、景気回復基調

が継続しました。一方で、円安による原材料およびエネルギーコストの高騰や、新興国の経済成長の鈍化に対する

懸念等により、依然として不透明な状況が続いています。

このような状況のもと当社グループ（当社、連結子会社及び持分法適用会社）は、多機能携帯端末を主用途とし

た電子材料の需要と産業用構造材料の需要が堅調に推移したことに加え、収益向上対策を推進した結果、前年同期

に比べ売上・利益ともに増加しました。

この結果、当第２四半期連結累計期間の業績につきましては、売上高185億90百万円（前年同四半期比20.4％

増）となり、営業利益11億54百万円（前年同四半期比100.4％増）、経常利益17億50百万円（前年同四半期比

26.9％増）、四半期純利益30億76百万円（前年同四半期比331.2％増）となりました。

（省略）

 

　　（訂正後）

(1) 業績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、金融政策や財政政策などの経済政策を背景に、景気回復基調

が継続しました。一方で、円安による原材料およびエネルギーコストの高騰や、新興国の経済成長の鈍化に対する

懸念等により、依然として不透明な状況が続いています。

このような状況のもと当社グループ（当社、連結子会社及び持分法適用会社）は、多機能携帯端末を主用途とし

た電子材料の需要と産業用構造材料の需要が堅調に推移したことに加え、収益向上対策を推進した結果、前年同期

に比べ売上・利益ともに増加しました。

この結果、当第２四半期連結累計期間の業績につきましては、売上高185億90百万円（前年同四半期比20.4％

増）となり、営業利益11億54百万円（前年同四半期比100.4％増）、経常利益17億50百万円（前年同四半期比

26.9％増）、四半期純利益30億12百万円（前年同四半期比353.3％増）となりました。

（省略）
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第４【経理の状況】

２．監査証明について
　　（訂正前）

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成26年７月１日から

平成26年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年９月30日まで）に係る四

半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

 

　　（訂正後）

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成26年７月１日から

平成26年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年９月30日まで）に係る四

半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

　なお、金融商品取引法第24条の４の７第４項の規定に基づき、四半期報告書の訂正報告書を提出しております

が、訂正後の四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

　　（訂正前）

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成26年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成26年９月30日)

（省略）   

負債の部   

（省略）   

固定負債   

長期借入金 1,277,647 1,177,126

退職給付に係る負債 25,235 228,898

資産除去債務 59,196 53,275

その他 2,067,607 985,119

固定負債合計 3,429,686 2,444,418

負債合計 13,793,634 15,669,114

純資産の部   

株主資本   

資本金 7,153,623 7,180,276

資本剰余金 6,265,645 6,292,298

利益剰余金 25,027,592 26,975,850

自己株式 △2,100 △2,691

株主資本合計 38,444,760 40,445,733

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 2,979,753 1,328,981

為替換算調整勘定 449,054 352,254

退職給付に係る調整累計額 131,309 70,803

その他の包括利益累計額合計 3,560,117 1,752,039

新株予約権 145,742 98,791

少数株主持分 2,342,263 2,129,641

純資産合計 44,492,883 44,426,205

負債純資産合計 58,286,518 60,095,319
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　　（訂正後）

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成26年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成26年９月30日)

（省略）   

負債の部   

（省略）   

固定負債   

長期借入金 1,277,647 1,177,126

退職給付に係る負債 25,235 228,898

資産除去債務 59,196 53,275

その他 2,711,606 1,693,979

固定負債合計 4,073,686 3,153,279

負債合計 14,437,634 16,377,974

純資産の部   

株主資本   

資本金 7,153,623 7,180,276

資本剰余金 6,265,645 6,292,298

利益剰余金 24,383,592 26,266,990

自己株式 △2,100 △2,691

株主資本合計 37,800,760 39,736,873

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 2,979,753 1,328,981

為替換算調整勘定 449,054 352,254

退職給付に係る調整累計額 131,309 70,803

その他の包括利益累計額合計 3,560,117 1,752,039

新株予約権 145,742 98,791

少数株主持分 2,342,263 2,129,641

純資産合計 43,848,884 43,717,345

負債純資産合計 58,286,518 60,095,319
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

　　（訂正前）

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

（省略）   

税金等調整前四半期純利益 1,330,115 4,649,836

法人税等 457,051 1,415,732

少数株主損益調整前四半期純利益 873,063 3,234,103

少数株主利益 159,427 157,128

四半期純利益 713,636 3,076,974

 

　　（訂正後）

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

（省略）   

税金等調整前四半期純利益 1,330,115 4,649,836

法人税等 506,270 1,480,593

少数株主損益調整前四半期純利益 823,844 3,169,242

少数株主利益 159,427 157,128

四半期純利益 664,417 3,012,114
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

　　（訂正前）

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 873,063 3,234,103

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 125,515 △1,650,768

為替換算調整勘定 453,860 △266,317

退職給付に係る調整額 － △23,818

持分法適用会社に対する持分相当額 389,633 71,778

その他の包括利益合計 969,009 △1,869,125

四半期包括利益 1,842,073 1,364,977

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 1,520,493 1,307,377

少数株主に係る四半期包括利益 321,579 57,600

 

　　（訂正後）

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 823,844 3,169,242

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 125,515 △1,650,768

為替換算調整勘定 453,860 △266,317

退職給付に係る調整額 － △23,818

持分法適用会社に対する持分相当額 389,633 71,778

その他の包括利益合計 969,009 △1,869,125

四半期包括利益 1,792,854 1,300,116

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 1,471,274 1,242,516

少数株主に係る四半期包括利益 321,579 57,600
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【注記事項】

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

　　（訂正前）

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年９月30日）

(1）１株当たり四半期純利益金額 20円39銭 87円52銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 713,636 3,076,974

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 713,636 3,076,974

普通株式の期中平均株式数（株） 34,998,968 35,157,012

(2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 20円30銭 86円98銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益調整額（千円） － －

普通株式増加数（株） 157,667 216,889

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

－ －

 

　　（訂正後）

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年９月30日）

(1）１株当たり四半期純利益金額 18円98銭 85円68銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 664,417 3,012,114

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 664,417 3,012,114

普通株式の期中平均株式数（株） 34,998,968 35,157,012

(2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 18円90銭 85円15銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益調整額（千円） － －

普通株式増加数（株） 157,667 216,889

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

－ －
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成29年11月９日

株式会社有沢製作所

取締役会　御中

 

新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 江島　智　　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 塚田　一誠　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 大島　伸一　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社有沢製
作所の平成26年４月１日から平成27年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成26年７月１日から平
成26年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年９月30日まで）に係る訂正後の四半
期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結
キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。
 
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財
務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を
作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
 
監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する
結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し
て四半期レビューを行った。
　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質
問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認
められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
 
監査人の結論
　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め
られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社有沢製作所及び連結子会社の平成26年９月30日現在の財政状
態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していな
いと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
 
その他の事項
　四半期報告書の訂正報告書の提出理由に記載されているとおり、会社は、四半期連結財務諸表を訂正している。なお、
当監査法人は、訂正前の四半期連結財務諸表に対して平成26年11月13日に四半期レビュー報告書を提出した。
 
利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
 

以　上

 

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保

管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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